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1.はじめに

多目的計画問題は60年代後半から80年代にかけ積極的

に研究され，今日，多くの成果が得られている.ここで

は，大規模システムにおける多目的計画問題について，

筆者が指導を受けた，現パージニア大学のHaimes 教授

のグループのアプローチの中から，特に筆者が研究を行

なっている Hierarchical Overlapping Coordination 

と Hierarchical Holographic Mode1ing に焦点、を当

てご紹介したい.

2. 大規模システムの多目的問題について

多目的計画問題には，単数，複数あるいはグループか

らなる意思決定者が存在する.これらの意思決定者が，

モデル化された問題の非劣解の集合の中から，選好を表

明し，望ましい解，選好解を求める.社会システム，経

蛍システム，あるいは経済システムなどの大規模なシス

テムの計画問題になると，意思決定の構造は非常に複雑

になり，問題領域に存在する組織全体が意思決定に関わ

ることになる.組織(あるいは主体)は通常，下位レベ

ルがサブシステムからなる階層構造をもっ.たとえば，

マルチレベル構造をもっ生産あるいは経蛍システム，地

方自治体をサブシステムに持つ社会、ンステムなどを考え

ていただきたい.このような大規模，複雑な構造をもっ

システムにおいては，情報や知識は分散され，意思決定

者のもつ問題意識やそれに対する選好もそれぞれのサブ

システムに固有のものとなる.問題解決，意思決定は，

システムの全体に関心をもっ中央の意思決定者と，それ

ぞれの部分問題に関心をもっ下位サブシステムの意思決

定者たちとの，協調，協力によってはじめて，効果的に

行なわれる.また，中央の意思決定者が存在せず，サブ

システムの意思決定者たちの協力により，問題が効果的

に解決される場合も存在する.ここではまず，システム

の問題領域に，複数の，互いに重複する分割が存在する場
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合の協調方式である Hierarchical Overlapping Co・

ordination についてご紹介したい.

2. 1 Hierarchical Overlapping Cωrdination 

について

システムの構造が大規模，複雑になると，問題領域に

複数の異なる分割が存在し，各分割のサブシステムにそ

れぞれ意思決定者が存在する場合が生じる.各分割は，

それぞれ異なる視点にもとづく，システムの 1 つの側面

であり，独自の機能，情報，視点あるいは知識をもって

いる.経営システムにおける一例として，生産，製品部

門と販売部門を各側面としてもつマトリックス組織があ

る.このようなシステムには，製品別に分けられたサブ

システムからなる分割と，マーケットあるいは地域別に

分けられたサブシステムからなる分割が存在する.

社会システム問題の一例としては大規模な地域開発計

画問題がある. Haimes はマミー・リパー流域の水資源

地域開発問題 (Maumee River Basin Level-B Planｭ

ning) において地方自治点、を+プシステムとしてもつ地

域あるいは行政的な分割(地政分割)と，水資源，環境

汚染などを管理する，連邦政府機関をサブシステムとし

てもつ分水嶺，水資源による分割(水文分割)の 2 つの

兵なる分割が存在することを報告している [6]. 

これらのシステムにおいて， 1 つの分割の意思決定は，

i也の分割に強い影響を与える.意思決定者たもの選好構

造が異なる場合，分割問やサブシステム聞に重大な Con­

flict が生ずる.このようなシステムの計画， 管理， 運

営はシステムに存在する意思決定者たちの協調による合

意形成があってはじめて，効果的に達成される.また，

Conflictを解消し，協調，協力を達成するための方法論

が必要となる.

Haimes はこのような構造をもっシステムの協調方式

として Hierarchical Overlapping Coordination (H 

OC) を提案した[2 ].そこで‘は，システムの側面を構成

する各分割は，互いに完全に重複したもの，つまり，ま

ったく共通の目的，制約，意思決定変数をもつものと仮

定されている. Overlapping Coordination の概念は，
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図 1 問題の概略図

[6Jにより単一の目的関数をもっ最適化問題として定式

化され，最適化計算手法としての性質が[6Jや[7]にお

いて考察された.また， [3 Jや[4J ， [8J らにより多目

的問題に拡張された.

多目的問題における Overlapping Coordination に

ついて，以下に簡単に考察する.厳密な議論は，たとえ

ば[3 J , [4 J , [6 J , [8 J. [10Jなどを参考にされたい.

見通しをよくするためにまず Overlapping Coordiｭ

nationの問題の概略図を図 1 に示す.図では簡単のため

a と P の 2 つの分割が存在すると仮定されている.それ

ぞれの分割のもつ問題は，元の大きな全体問題を 2 通り

の異なる方法で分割したものであり a ， ß 分割の問題

と元の全体問題は，本質的には同じものである.ここで，

同じく見通しをよくするために Top-down 方式と呼ば

れる意思決定の構造をもっ問題の協調方式について，詳

細は後述することにして，その概略を簡単に紹介する.

たとえば，どちらかの分割のサブシステム間に互いに

共有される意思決定変数が存在せず，まったく結合関係

がなければ，全体問題の解は，単にその分割の部分問題

402 (34) 

を解くことにより得られる.しかし，社会システムなど

の大規模な問題では，各分割のサブシステム聞に互いに

共有される決定変数が存在しつのサブシステムの決

定が，他のサプシテスムに大きな影響を与える.このよ

うなサブシステム聞の干渉関係，結合関係を表わす決定

変数を，干渉変数あるいは結合変数と呼ぶことにする.

図の中の Ya， Ypがそれぞれの分割のサフeシステム聞の干

渉変数である.干渉変数を適当に固定することにより，

全体問題は部分問題に分割して解くことができる.しか

し，部分問題の解は，干渉変数の値が全体問題の中の対

応する解の値に固定されない限り，全体問題の解には一

致しない. Overlapping Coordinationでは，先に述べ

た α 分割と P 分割の問題が，それぞれ元の全体問題に等

しいと L、う関係を利用し干渉変数の値を定める.それぞ

れの分割の部分問題を交互に解くことにより，徐々に干

渉変数の値を改善し，最終的には全体問題の解を求める.

また，多目的問題では，選好が意思決定者によって表明

されなければならない. Top-down方式では，それぞれ

の分割の問題が解かれるごとに，得られた解をもとに，
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意思決定者が全体問題に対して選好を表明する.後に詳

しく示すように，それらの選好はそれぞれの部分問題の

選好に分解され，部分問題はこの分解された選好と送ら

れた干渉変数のもとで最適化されることになる.

まず最初に四分割の干渉変数が実行可能な値に適当に

固定される.初期値にもとづく選好が意思決定者により

表明され，次に部分問題の選好に分解される.この分解

された選好と闘定された干渉変数の値を使って自分害IJの

部分問題が解かれる.得られた部分問題の解の中から P

分割の干渉変数に対応する解を選び，これを情報として

P 分割へ送る.意思決定者は a の解にもとづく選好を新

たに表明し，部分問題の選好に分解する . ß 分割では，

aから送られた干渉変数の値と部分問題に分解された新

しい選好のもとで，各部分問題が解かれる.次に，同様

にこれらの解の中から a 分割の干渉変数に対応する解を

選び，それらの値を a 分割へ情報として送る . ß の解に

もとづく新しい選好が与えられ，再び α 分割の問題が解

かれ，収束条件が満たされるまでこれが繰り返される.

このように， α 分割と戸分割がそれぞれの干渉変数の値

を情報交換し，それぞれが部分問題を交互に解くことに

より，互いに助け合って，全体問題の選好解を求めよう

としている.また a と P 分割は共通の干渉変数をもた

ないものとする.これはもし共通の干渉変数をもっとす

ると，その変数についてはどちらの分害IJの問題において

も，最適化されないからである.

次に，定式化について述べる.いま，システムの全体

問題が以下のように記述されるとする.計画問題の多く

はこのような形で記述される.

min[F,(x) ,..., FN(x)Js.t. y(x)=O， xε8 (1) 

にこで， 8 は Rn の部分空間である. )この時，全体問

題を αから見た問題は以下のように記述される.

min [F， (P-'axα ) ，...， FN(P-'aXa)J (2) 

s. t. g (P-'axa) =0 , XaS 8a ( 3 ) 

F から見た問題もまったく同じように，上の問題の日

と F を置き換えたものとして記述される.

ここで， P的 Ppは変数の並べ替えを表わす l または O

からなるマトリックスでおα=Pa X , xp=Pp X であり，

Xa=PapXfI' xfI =Pflax山 Pafl=Pa P fI-', Pfla=PfI Pa-' で

ある.また， 8 と Sα は同じ空間である. この変数のSlÉ

べ替えはサブシステムへの分割を客易にするために行な

われる.たとえば， ..1:'= (Xh x2, X a, X. , xs , X6 , x7 )T とす

る.いま ， (x" X5)T と (X2， Xa , X4 , X6 , X7) Tがそれぞれ a

1 , a 2 の決定変数とすると，この場合の Pα は s を Xa

:::::: (X ., Xs, X2 , Xa , X4 , Xa, X7) T に並べ替えるマトリックス

1988 年 8 月号

である.

いま a ， ß がそれぞれ na， nß のサブシステムからな

るとする.各々の分割の中のサブシステム聞で共有され

る決定変数を，先に述べたように，干渉変数あるいは結

合変数と呼び，それらを Ya ， Yp とする.このような干渉

変数を導入し，それらを固定することによって，問題を

各々のサブシステムの部分問題に分割して解くことがで

きる.まず，干渉変数を導入することにより，上の問題

(2) , (3)は以下のように記述されるとする.

min [F1a (xa , Ya) ,... , FN a(Xα， Ya)J (4) 

S.t.Ya(Xa , Ya)=0 , xas8a, Ya=Haxa (5) 

ここで， F k a=Fk (k=I ,..., N) , Ya=QaY , Qa は同

じく制約式の並べ替えを表わすマトリックスである . Ha 

l主Xaの中から干渉変数を選び出す l またはO からなるマ

トリックスである.たとえば，先の例でX2を便宜上はα2

の決定変数となっているが，実はα1 と a2 に共有される，

協調すべき決定変数，つまり干渉変数と仮定するとι=

HaXa=X2 を与える (0， 0， 1 ， 0， 0 ， 0 ， 0)が Ha である.また

X,+X5+X2=0, X2十品十X，=0， X，+X6+X7= 0 なる制約

があるとすると，これらは引+X5+仇=0 と X2+ XS+X，

=0， X，+X6+均=0， X2=れとなり， 分割後は前式が a1

に，後の 3 式がa2に属することになる.このように目的

関数や制約式は干渉変数の導入と固定により分割可能と

なり，図に示されるようなサブシステムの各部分問題に

分割される.ここで'fkai'1 Fk の部分問題に分割された
目的関数である.また Xait Yat , Uat , Haiなども，それぞ

れの分割されたものである.

日と P の問題は前に述べたように同じものであり九

や刊は実は同じものである.これを利用するとそれぞ

れの干渉変数の聞には，次のような関係が求められる.

Sん=Haxa=HaPax=HaPaflXfI， Yp=HflxfI=HflPpx 

= HpPflaxa ( 6 ) 

これまでは主に線形制約 A x=c をもっ問題について

研究が行なわれている([ 3 J , [4 J , [8 J). 

意思決定と協調の構造には，問題によりいろいろなタ

イプが考えられる. [3J ， [8Jなどでは，中央の意思決定

者が全体の多目的問題に関して選好を表明し，下位のそ

れぞれの分割のサブシステムの manager は干渉変数を

分割問で情報交換しながら，その表明された選好にした

がって単に最適化のみを行なうという， いわゆる Top.

down 方式の意思決定が考えられている.また，マトリ

ックス構造をもっ経営システムへのTop.down方式の応

用，水資源問題への応用についても考察されている [8J.

また，島[10Jには，中央の意思決定者と各分割のサプ

(35) 403 
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システムの意思決定者が，同時にそれぞれの多目的問題

について選好を表明し，それらの選好を協調し妥協解に

いたる， ~ 、わゆる Hybrid 方式の意思決定が考えられて

いる.また，中央とサブシステム聞を結ぶ分散型の意思

決定支援、ンステム (DSS) 上での協調方式の実行が提案

されている.ここでは， [3] , [8]などにしたがって

Top.down 方式の意思決定構造をもっ Overlapping

Coordinationについて紹介する.

Top.downの意思決定構造をもっ問題においては，中

央の意思決定者のみが選好を表明する.ここでは簡単の

ため，中央に I 人の意思決定者が存在すると仮定する.

それぞれの分割を代表する複数の意思決定者が，まった

〈共通の選好構造をもっ場合も，このように考えること

ができる.ここで，目的関数 Fk は以下の条件を満たす

とする.

F k=F ka(fk a1,... .fkana) =F  kß(fkß1,... .fk゚n゚) (7) 
(7)式は a ， ß 分割のそれぞれ k番目の目的関数は，

元の全体問題の h 番目の目的関数に等しく，またそれぞ

れが，サブシステムの部分問題の目的関数から構成され

ていることを表わしている.このような，形をもつもの

で最も代表的なものは，全体の目的関数がサブシステム

の目的関数の和で表わされるものである. また， Fk' 

fkai.fkßJ は微分可能な凸関数で主目的関数 Fhflai ，f仰

は強凸とする.よって，目的関数の少なくとも 1 つは非

線形である多目的問題を考えることになる.ここで，次

のように定義されるんk(F) を考える.

プシステムの，たとえば flai と fkat あるいは flßJ と fkßJ

の聞のトレードオフを表わしてはいない.実際には部分

問題が最適化されるので，サブシステムにおけるトレー

ドオフを求める必要がある.それぞれの分割のサブシス

テムのトレードオフと全体問題のトレードオフの関係を

表わすために Tarvainen らにより求められた次式を利

用する([ 9 J). 

N 竺~;~fa) ) が (fa)=CE ;(a1k (Fa) 一寸'.._~. I )T (10) 
k=1 υ， -. 

.f.,. I P ", �k゚(f゚) 
J.゚} (fß)=( L; がは (Fß) 一一一一一一 )T (11) 

品 òfßJ

ここで，たとえば ;(ai=(んai， À2Il' i,..., ﾀNai) T=んd

( 1, ;(12ai, . . . , ;(INai) T, ;(lkat はサブシステム内のトレード

オフ ， ;(aU゚J( =;(lal/え lßJ )はサブシステム問のト νードオ

フを示す. また fat =(flai，...， fNat)T , f a=(fa1T,..., 

faπαT )Tetc. である.たとえば Fにおける F1 と Fk の筒

の無差別 trade.oH ;(凶 (F) が意思決定者により与えられ

れば(9 )式を考慮に入れると，各分割の+プシステムの

trade.oH ;(at (fa) , ;(゚J (fß) は(10) ， (1 1)式により決定され

る.このサブシステムに分解されたトレードオフを用い

て部分問題が解かれることになる.次に協調方式につい

て考える. (n は iterationnumber である)

1) まず，実行可能な初期点を推定し，中央の意思決定

者(以下DM) は，この点にもとづく無差別 trade.oH

vector ;(a(Fa)ω を与える(詳細は 3)). n=1 とする.

2) さて ， ;(lk a (Fa)<引は全体問題の目的関数に対して

表明された無差別 trade.oH である.問題はサブシステ

ムで最適化されるので， (10)式を利用しでか1k (Fa)<川を。u

百F"
..llk (F)=すず一

万F1 IF 
(8 ) 日分割の各サブシステムの trade.off に分解する. DM  

は，求められたかt(fa)<川を a 分割のサブシステムへ送

(ここでu=u (Fh ・・・ ， FN ) は意思決定者が心に秘か

にもつ選好関数(underlying utility) を表わしている. ) 

んk(F)は，点、 Fにおける限界代替率であり，同時に後

述するように F1 と Fk の間の Fにおけるトレードオフ

を示している.このんk(F) を要素としてもつ vector を

l(F) とし，点 Fにおける無差別 trade.oH vector とこ

こでは呼ぶことにする.ここで， λ(F)=(I ， んz(F) ，...，

んN(F))T. F=(Fh ・・・ ， FN)T である a と P 問題は本

質的に等しく，また(7)式より，目的関数のl順番も等し

いので，

え (F)=ル (Fa)=が (Fß) (9 ) 

ここで，えa(Fa) ， ..lß伊官)はそれぞれ a.ß 分割の無差別

trade.oH vector である.んk(F)は全体問題の目的関数

F1 と Fk の間のトレードオフを示すもので，各分割のサ

404 (36) 

る. 各サブシステムの manager はDMにより与えられ

たtrade.oH vector と P分割から送られた干渉変数Ya<引

の値をもとにサブシステムの部分問題を最適化する.た

とえば的サブシステムは次のような問題を最適化する.

minfl引Xai ， Ya<n))+さえば伽ザkai(Xai. Ya<n)) 什2)

s.t.UadXai.Ya<川)=O， Yai同l=Hatxat ，Xai�ai (13) 

ここで， Ya(川=HaPapxln-ll for n註 2 ， Yaω は 1) で

与えられる実行可能な初期値である.求められた四分割

の解を Xa<川とする . %aCn ) は各ザフペンステムの解 X'ai(n)

から構成されている.自分割は求められた解や目的関数

の値などをDMへ送る.また， ß 分割へ的同〉の値を送る.

ここで， YP'川=HpPpaxa<'けである.

3)DMは a 分割より送られた解や目的関数値などの情

報にもとづいて，新しい無差別 trade.off vector を推定
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する.たとえばDMに対して“Fl がムFl 変化すること

に対して，他の目的関数値を一定として Fk のどのくら

いの値がそれを補償するか"と質問することにより，目

的関数の空間の点 (Fh ・・・ ， FN)T にもとづく無差別l

trade-oH vector を近似的に求めることができる.この

場合， (8)式のんk はー (b. Fl/b. Fk ) で近似される.ここ

で一方の増分が正の時，他方は負となり λ帥は正となる.

また，質問では選好関数値が不変としてんk を求めてい

るので，これを無差別トレードオフと呼ぶことにした.

4)DMは求められたが凶(Fß)川〕を今度は(11)式によ

り ， ß 分割の各サブシステムの trade-oH vector に分解

し ， ß 分割へ送る.各サブシステムの manager は DM

により与えられたtrade-oH と， α分割から送られた干渉

変数Yln >の値をもとに，サブシステムの部分問題を最適

化する.戸のサブシステムの部分問題は (12) ， (13)式と同

様に記述される.求められた P 分割の解を x/n> とする.

x/川は同じく各サブシステムの解 xn<n> から構成され

ている . ß 分害Ijは求められた解や目的関数の値などの情

報をDMへ送る.また， a 分割へ Ya<n>=HaP吋xß何〉の

関係を利用してYa<ω の値を送る.

この step 4)の戸分割の役割は step 2) の a 分割の役割

とまったく同じである.

5)DMlìß分割より与えられた情報をもとに無差別

trade-oH vector を求める . n =n 十 1 とする. 2)へ戻

る.この手順を収束条件が満たされるまで繰り返す.

上の方法では，まず四分割の問題が先に解かれたが，

P が先に解かれでもかまわない.また，すべてのイテレ

ーションにおいて trade-oH voctor は正とする.収束後

全体問題に対する選好解が解られる.このように， Topｭ

down 方式では，中央の意思決定者が，各イテレーショ

ンの各分割の部分問題が解かれた後に得られる情報をも

とに，選好を表明する.全体の大きな問題が解かれる代

わりに，それぞれの分割で部分問題が解かれる.各分割

は干渉変数 Ya'Yß を情報交換し，意思決定者の望む全体

問題の選好解に収束するように，互いに助け合っている.

収束性の問題については[6 J, [7], [8 Jを参照された

L 、.

2.2 Hierachieal Holographic Modeling (こ

ついて

前節では，システムの各側面，分割が本質的に同ーの

モデルをもっ場合を考えた.しかし，各側面がそれぞれ

1 つの独立した主体として存在し，それぞれが対処すべ

き問題に対して，異なるモデルをもっ場合の方が，現実

1988 年 8 月号

には数多くみられる.各主体は異なるモデルをもつが，

目的，制約，意思決定変数の一部分を共有する.各主体

は，下位レベルがサブシステムからなる階層構造をもち，

それぞれの全体問題は，それらのサブシステムの部分問

題に分割される.

複数の主体からなり，それぞれが異なるがしかし，部

分的には重複する問題をもっ場合の合意形成を効果的に

行なうためには，主体聞の利害対立の調整，協調と同時

に，各主体内の中央の意思決定者と各サプ、ンステムの意

思決定者との意見調整，協調が必要である. Haimes[IJ 

はこのような問題に対してHierarchical Holographic 

Modelingの概念を提唱したが，これは先に述べたOver­

lapping Coordinationの素直な拡張として理解される.

そこでは Holography が 3 次元全体像を再現するよう

に，各主体の異なる視点にもとづく，異なるモデルの統

合，総合化により，もとの問題の全体像を再現し，主体

間，また主体内階層間の協調により合意の形成にL 、たる

方法論の構築をめざしている.

Holographic モデルをもっ問題の協調方式に関する

アプローチとしては， Thadathilによるもの[4Jなどが

ある.また，島[IIJは Holographic Modeling の概念

のDSS ネットワーク上での実現について提案してい

る.また， [5 ]には Holographic Modeling の国際紛

争解決への応用可能性が議論されている.特に，各国政

府聞をDSS ネットワークで結び，経済，環境，資源問

題などの国際的紛争，摩擦の解決のための支援手段の 1

っとしようと L、う考えは，実現にはかなりの困難が予想

されるが，きわめて興味深いものであろう.

3. おわりに

Overlapping Coordination や Holographic

Modeling の研究はまだ初期の段階にあり，現在，概念

にもとづく方法論の研究が行なわれているが，さらに応

用も含め実用化をめざす研究が必要であろう.また，こ

れらのアプローチのもつ概念自体は，広い普遍性をもっ

と思われ，水資源開発問題に限らない，社会システム，

経済システムなどの，いろいろな分野への応用が期待さ

れる.おわりに，本稿作成に当たりご助言いただいた住

商コンピューターサーピス脚新村秀一氏に深く感謝の意

を表します.
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このムRPS はさきのム PRQ と合同である.一辺PR
しば見かけるものだ.

を共有しているので，底角も P になるからである.
ところが，よく見るとこの結び目は正 5 角形をして

いる.正 5 角形になるのは無論キチンと結んだときに

限るのだが，作図の繁雑な正 5 角形がこんな所にでき
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箸置きというもの，昨今

では省略されることが多く

なったようである.筆者の

行きつけの焼鳥屋さんでも

同様である.仕方がなL 、か

ら，割り箸の紙袋を結んで

箸置きの代わりにしてい

る.帯を結んだときにでき

る小枠な形は陶製の本物の

箸震きの意匠としてもしば
図 1

408 (38) 

と L 、う関係を満たす.拡げれば一直線になるからである.

折り目をPQ，帯の縁 1 と mが交わる点をR とすれば，

直ちにわかるよう 6PRQは底角を P とする二等辺三角

形である.また. PRの長さは，日が鋭角の範囲では，

h したがって底角月と 1 対 I 対応する.

次に.Rを一端とする線分RS で帯をもう一度折りか

えす.今度はしかし縁mが点 P を通るようにする.また，

縁 1 が自分自身と交わる点をT としよう.こうして五角

形 PQSRT ができあがる.

今度もまたム RPS が二等辺三角形になる.ところが

勿1
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さらにTPに沿ってもう一度帯を折る.このときPM が デューラーの時代，正五角 A 

QPに重なることが必要である.ここにMI主直線SP上の 形はゴシック様式の装飾/ン/ \<\ i 

点である・しかし，そのためには， もうひとつは火器導入以後 QKÇ.ト~~p
ζQPT=ζTPM 

が成立しなければならない.

どQPT= 白 +ß

どTPM=1800 -2α

であるから，

(林)α +ﾟ =1800 -2α. 

2 つの関係式(ホ)および(料)から a と P を求めれば，

a =1800/5 

戸 =3600/5

となる. したがって，五角形PQSRTの 4 つの内角LP，

LQ ， ζS， ζR については，

LP=LQ=LR= ζS=α+ß=5400 /5= 1080 

となる.さらに，凸五角形の内角の和が5400であること

ヵ、ら，

ζT=1080 

がえられる.こうして五角形PQSRTの内角がどれも等

しいことが言えた.

正五角形が西欧の文化史上にたびたび姿を表わすこと

はよく知られている.コルパスと定規による正五角形の

作図は 2 世紀にアレキサンドリアの天文学者プトレマイ

オスの天文学書「アルマゲスト j にすでに記載されてお

り，遠近法の研究で知られる 16世紀のドイツの画家デュ

ーラーは著書「ドイツ幾何学」でこれを紹介している.

の城塞の縄張りの基本にこ

の形が用いられたのである

[IJ. (函館の五稜郭や米国

国防省の建物もこの伝統に

したがうものである)

また，正五角形の随所に

G 

MG AM NM j""ﾇf 
五百=MG=AM=一三一

図 4

隠されている黄金比(図 4 )や星形は呪術的な空想を

引き起こしたことであろう [2J. 映画や演劇でみるオカ

ルト場面にはこの図形がよく出てくる.

ところが，わが国の文化的伝統には正五角形はあま

り登場しない.日本の伝統的な建築にも，六角形や八

角形はあっても五角形はあまり見かけない.しかし，

帯を結んだ形なら，図案としてよく見かけるものであ

る.わが国の伝統的な意置のなかにも正支角形がこん

な所に隠れていたのだ.

(からくり堂主人)

[ 1 J Dan Pedoe “Geometry and the ;Liberal 

Arts ," Penguin Books Ltd. 

[2 J Matila Ghyka “The Geometey of Arts 

and Life ," Dover, 1946 
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